














    This study aims to illustrate how the essential principle of topic sentences holds, 
exploring the function of the topic particle wa. Topic sentences with the sentence-
ending noun, including noun-concluding construction sentence and eel-sentence 
(Unagi bun), are considered from a new viewpoint, and their essence will be 
clarified.
    First, wa does not indicate the logical case relation between the topic and the 
sentence-ending noun, but just combines them. In this paper, with the new 
concepts of topic-network and Saucer-word, the principle that the latter (noun) is 
extracted and comes out from Element-information contained in the former 
(information-network) is tentatively established. As soon as wa bundles 
information a speaker wants to convert into the topic, the topic-network will be 
created in an instant in his/her mind and a variety of Element-information will be 
connected reciprocally and networked in it. 
    Element-information contained in the topic-network which a speaker wants to 
describe most is extracted and put at the end of sentences as a noun (Saucer-word). 
An eel-sentence is also realized to be the same type of topic sentence, and the 
same principle can be applied to it. That is, an eel is just the element information 
having been taken into the topic boku (me) when the speaker thinks of ordering 
some food looking over a menu. Showing that the same simplified principle also 
properly explains Headline-construction (Midashi kōbun) will let the prototype of 
topic sentences be more flawlessly set up. In this way, the essential function of wa 
is also illustrated in this paper.
１．はじめに
　日本語では頻繁に用いられるが，珍しい文であるとして，角田（1996）は「体言締め文」
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言 語 と 文 化
　　　  　　　 ［現象描写文／無題文／格助詞を伴う補語］
  ［［主題］は      　　└────────────［受皿語］ だ］。
ここでいう「格助詞を伴う補語」でいう格助詞とは，「が」「を」「に」「で」さらには「か
ら」といった動詞等の述語にかかる動的事態を表すものであって，「の」の場合は「N1の
N2」として，それ自体が受皿語に組み込まれるにすぎなくなる点で区別する。
４．まとめ
　これまで，途中繰り返し詳しく述べたつもりなので，まとめとしては詳細の繰り返し
は避けるが，考察の流れと構成や概略だけをまとめ，さらに，２つの主題化の違いにつ
いて若干の補足説明を加えたい。
　本稿では，体言締め文をめぐって，雑例とされる主題文にも注目し「は」の本質的機能
を考察しながら，ウナギ文，「かき料理は広島が本場だ」構文，「いい天気だ」構文，さら
には見出し構文など，一見特殊とも思われるいくつかのタイプの文をすべてシンプルな
構造とみなしつつ，主題文としてのやはりシンプルな原理を探った。すなわち，奇妙であ
るとされる体言締め文には，実は，ウナギ文にも通じる原理があることを指摘し，さら
には，「いい天気だ」構文とも共通した構造を持ちうることを示した。
　また，最近になって指摘されている「見出し構文」についても分析を行い，それが無題
文ではなく，同じく主題文として解釈できるという可能性を新たに主張した。そして，主
題文としてのシンプルな共通点がある「かき料理は広島が本場だ」構文が，若干特殊な機
能を持つ見出し構文にも通じる側面があることを考察した。その上で，それらを含めてさ
まざまな主題文に共通するプロトタイプを仮設した。
　ここで，「主題化」ということについては，厳密に区別しておかなければならないこと
がある。すなわち，まず，従来の「主題化」とは次のようなプロセスである。
　　このクラスで太郎が人気者だ。
　　太郎はこのクラスで < － > 人気者だ。
　のガ格名詞が < － > から抜けて文頭に移動し，「は」によって主題化されたという
プロセスである。これに対し，本稿ではそうしたプロセスを想定せずに，より統一的に
「は」の機能を説明するために，文成立の前から「太郎」という主題ネットワークがあり，
その中に取り込まれた「太郎」に関する様々な要素情報の中から，発話時の情況が要求す
る重要なものを名詞（この場合は「人気者」）として抽出し，主題と連結・結合するとした。
　こうして「主題ネットワーク」という概念を立て，文末名詞を「受皿語」として捉え直
し，それがいかに主題と論理的格関係がないままに結合できるのかについて，そのプロ
セスを考察した。すなわち，主題ネットワークに含まれる，話者がもっとも述べたい重要
な「要素情報」を名詞（受皿語）として取り出し，主題と連結させるということである。
そのことで，本稿の捉え方においての「は」の基本原理の説明をより進展させることがで
体言締め文における主題と文末名詞との関係について 
きると考える。
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